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お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜

Vol.40

　
大
洲
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
は
、
約
７
５
０

人
の
会
員
で
組
織
さ
れ
、
高

齢
社
会
の
到
来
に
あ
た
り
、

知
識
と
経
験
と
能
力
を
活
か

し
、
豊
か
な
長
寿
社
会
づ
く

り
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

健
康
・
友
愛
・
奉
仕
の
三
大

運
動
を
中
心
に
、
学
習
、
文
化
、

伝
承
な
ど
の
分
野
に
活
動
を

進
め
て
お
り
、
特
に
友
愛
活

動
と
し
て
年
間
を
通
じ
、
在

宅
寝
た
き
り
老
人
・
独
居
老

人
訪
問
活
動
の
実
施
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
女
性
部
の
一
年
間
の
活
動

行
事
と
し
て
は
、

︵
１
︶
年
間
を
通
じ
て
の
友
愛

活
動
⋮
独
居
老
人
や
家
庭
介

護
者
に
温
か
い
言
葉
か
け
を

す
る
。

︵
２
︶
在
宅
寝
た
き
り
老
人
の

友
愛
訪
問
活
動
︻
12
月
︼
⋮

民
生
委
員
と
相
談
の
う
え
行

う
︵
介
護
度
３
～
５
程
度
︶。

︵
３
︶
美
化
活
動
︻
７
月
︼
⋮

各
地
区
で
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど
。

︵
４
︶
各
地
域
ご
と
に
小
学
生

の
登
下
校
の
見
守
り
隊
に
参

加
す
る
。

︵
５
︶
女
性
部
長
会
を
５･

12･

２
月
の
年
３
回
実
施
す
る
。

︵
６
︶
女
性
部
研
修
会
︻
７
月
︼

⋮
年
一
回
、
健
康
に
関
す
る
講

演
ま
た
は
、
軽
い
運
動
な
ど

健
康
に
関
す
る
勉
強
を
す
る
。

︵
７
︶
年
一
回
、
各
地
区
ご
と

に
高
齢
者
向
け
の
料
理
実
習

を
行
う
。

︵
８
︶
一
日
研
修
⋮
年
一
回
、

市
内
・︵
県
内
の
︶
市
外
を
交

互
に
す
る
。

︵
９
︶
三
世
代
交
流
研
修
会
⋮

年
一
回
、
１
月
末
の
土
曜
日
に

実
施
。
婦
人
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
中

学
生
・
老
人
会
が
一
堂
に
会
し
、

も
ち
つ
き
、
豚
汁
、
な
ま
す
、

お
に
ぎ
り
を
み
ん
な
で
作
り
、

〜
大
洲
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
活
動
紹
介
〜

こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
№８

〝
な
か
な
か
大
洲
も

捨
て
た
モ
ン
じ
ゃ
あ
な
い
ぞ
！
〟

　
大
洲
城
本
丸
で
１
４
６
年
振

り
に
坂
本
龍
馬
と
﹁
お
り
ょ
う
﹂

の
お
二
人
に
大
洲
藩
を
背
負
っ

て
再
会
す
る
と
い
う
何
と
も
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
設
定
。

　
内
容
は
、
あ
の
い
ろ
は
丸
の
補

償
金
の
話
だ
け
に
﹁
ノ
ド
か
ら
手

が
出
る
く
ら
い
龍
馬
に
要
求
し
た

か
っ
た
⋮
⋮
﹂
正
直
言
っ
て
、
ア

ド
リ
ブ
で
な
く
本
音
で
。

　
龍
馬
本
人
も
﹁
こ
の
こ
と
が
ず

っ
と
気
に
な
っ
て
お
り
、
死
ん
で

も
成
仏
で
き
な
ん
だ
。
あ
の
脱
藩

の
折
に
は
大
洲
の
人
に
は
良
く
し

て
も
ら
っ
た
の
に
⋮
⋮
﹂
と
本
音

で
思
っ
て
い
た
は
ず
。

　
こ
こ
で
時
の
氏
神
、
奥
村
奉

行
︵
県
観
光
協
会
会
長
︶
の
調

停
案
で
よ
り
を
戻
す
こ
と
に
し

て
両
者
手
を
握
り
、
こ
の
問
題

に
決
着
を
つ
け
た
︱
︱
︱
。

　
こ
れ
が
こ
の
日
の
寸
劇
の
あ

ら
す
じ
。

　
わ
ず
か
15
分
の
シ
ョ
ー
で
し

た
が
、
参
加
者
の
明
る
い
笑
い

声
と
共
に
桜
が
チ
ラ
ホ
ラ
咲
き

は
じ
め
、
日
本
晴
れ
の
真
っ
青

な
空
と
真
白
な
城
を
バ
ッ
ク
に

素
晴
し
い
新
大
洲
市
観
光
協
会

ス
タ
ー
ト
の
協
賛
事
業
と
し
て

印
象
に
残
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
の
諸
準
備
に
あ
た

っ
て
も
ら
っ
た
、
あ
さ
も
や
の

河
野
専
務
を
始
め
、
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
そ
し
て
私
は
改
め
て
思
い

ま
し
た
。﹃
な
か
な
か
大
洲
も
捨

て
た
モ
ン
じ
ゃ
あ
な
い
ぞ
！
﹄。

　
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
持
ち
時
間
内
で

よ
り
多
く
の
人
に
、
ど
う
し
た

ら
自
ら
の
意
図
す
る
こ
と
が
う

ま
く
伝
え
ら
れ
る
か
？

　
こ
の
い
い
実
証
例
に
な
っ
た

の
で
は
⋮
⋮
と
　
再
確
認
し
た

次
第
で
す
。

　
さ
て
今
度
は
４
月
20
日
〝
お
殿

様
公
園
〟
の
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。
ど

ん
な
趣
向
で
お
披
露
目
が
で
き
る

か
、
是
非
注
目
し
て
下
さ
い
。

　
今
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
で
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
﹁
龍
馬
﹂
が
ロ
ン
グ

ラ
ン
興
行
中
で
す
。
是
非
一
人
で

も
多
く
足
を
運
ん
で
、
思
い
っ

き
り
笑
っ
て
も
ら
い
、
先
の
見
え

に
く
い
今
の
沈
滞
ム
ー
ド
を
少

し
で
も
打
破
し
て
乗
り
切
っ
て

行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　
私
も
早
速
家
族
で
観
に
行
く

予
定
で
す
。

大
洲
市
長
　
大
森
　
隆
雄

会
食
し
な
が
ら
交
流
を
図
る
。

さ
ら
に
各
団
体
お
よ
び
中
学

生
の
代
表
者
に
よ
る
意
見
発

表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
代
を

超
え
た
連
帯
感
と
新
し
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
。

︵
10
︶
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

⋮
年
一
回
実
施
。
男
女
合
同
で

60
歳
以
上
が
参
加
。
ボ
ー
リ

ン
グ
、
信
号
ゲ
ー
ム
、
ボ
ー

ル
送
り
、
ゴ
ル
フ
競
争
、
玉

入
れ
な
ど
５
ゲ
ー
ム
を
競
い

合
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か

き
楽
し
い
一
日
を
送
る
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
に
は
、

老
人
健
康
づ
く
り
大
学
が
大

洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

11
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、

第
６
期
生
と
し
て
女
性
も
多

数
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
の

老
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
学

ん
だ
多
く
の
事
を
日
々
の
生

活
ま
た
は
地
区
活
動
に
取
り

入
れ
、
健
康
第
一
を
心
と
し
て

無
事
卒
業
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
年
度
計
画
に
沿

っ
て
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
女

性
と
し
て
の
知
識
を
積
み
重

ね
、
心
身
と
も
に
高
齢
者
に

適
応
し
た
諸
活
動
を
浸
透
さ

せ
る
べ
く
、
老
人
パ
ワ
ー
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
洲
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

女
性
部

　
　
　

会
長　

金
家　

幸
子
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こ
の
賞
は
、
伝
統
的
工
芸
品

な
ど
の
産
地
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
っ
て
技
術
の
向
上
・
後
継

者
の
育
成
指
導
、
産
地
の
振
興

に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
人
の
功
績
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
多
年
の
労
に
報

い
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
梶
尾

善
作
さ
ん
︵
大
洲
︶
が
伝
統
的

工
芸
品
産
業
功
労
者
褒
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
梶
尾
さ
ん
は
、

昭
和
７
年
か
ら
75
年
の
長
き
に

わ
た
り
提
灯
づ
く
り
に
従
事
さ

れ
て
お
り
、
高
度
な
技
術
を
保

持
す
る
も
の
と
し
て
平
成
14
年

に
﹁
え
ひ
め
伝
統
工
芸
士
﹂
に

認
定
さ
れ
る
な
ど
、
業
界
随
一
の

卓
越
し
た
技
能
を
も
っ
て
地
場

産
業
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
こ
と
が
顕
彰
さ
れ
た
も

の
で
す
。
梶
尾
さ
ん
は
現
在
も
、

大
洲
特
産
の
竹
と
和
紙
で
高
張

提
灯
を
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
工
芸
品

　

産
業
功
労
者
褒
賞
受
賞

梶
尾
善
作
さ
ん︵
高
張
提
灯
︶

　
ス
ポ
ー
ツ
に
貢
献
し
た
個
人

お
よ
び
団
体
な
ら
び
に
ス
ポ
ー

ツ
界
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
も
の
を
末
永
く
顕
彰
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て
い
る
、

大
亀
財
団
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
第
７

回
表
彰
式
が
３
月
６
日︵
木
︶
ダ

イ
キ
㈱
本
社
で
開
催
さ
れ
、
河

合
三
郎
さ
ん
︵
田
口
︶
が
、
菜

の
花
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
河
合
さ
ん
の
長

年
に
わ
た
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

指
導
や
、﹁
河
合
杯
県
下
軟
式
庭

球
大
会
﹂
の
開
催
な
ど
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
普
及
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
は
受
賞
の
報
告
に
市

長
を
訪
ね
ら
れ
、﹁
人
間
関
係
が

一
番
。
ペ
ア
を
大
事
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
ほ
め

る
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
年
齢
に
あ

っ
た
運
動
と
し
て
続
け
ら
れ
る

の
が
魅
力
で
す
﹂
と
笑
顔
で
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲大森市長へ受賞報告に訪れた河合三郎さん（右） ▲梶尾善作さん

第
７
回
大
亀
財
団
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
・
菜
の
花
賞
受
賞

河
合
　
三
郎
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
を
猶
予
す
る
﹁
学
生

納
付
特
例
制
度
﹂
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納

に
な
っ
て
い
る
と
、
万
一
、
病

気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の
受
給

資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。
学

生
で
あ
っ
て
所
得
が
少
な
く
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計

算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
将
来

の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年

間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
︵
追

納
︶す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。︵
承

認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。︶

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、

短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、

専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種

学
校
︵
1
年
以
上
の
修
学
課
程

に
限
る
。︶
に
在
学
す
る
20
歳
以

上
の
学
生
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・

定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ

ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
市
の
国
民
年
金

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
の
際
に
は
基
礎
年
金
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
︵
年
金
手
帳

な
ど
︶
と
学
生
証
、
ま
た
は
在

学
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
申
請
が
承
認

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
市
民
第
４
係

☎
�
２
１
１
１
︵
内
線
１
１
１
︶

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

☎
�
１
１
１
１
︵
内
線
33
︶

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

☎
�
２
３
１
１
︵
内
線
２
２
３
︶

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

☎
�
２
１
１
１
︵
内
線
１
５
２
︶

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
９︵
９
２
５
︶５
１
０
５

学
生
の
皆
さ
ん
、

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
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２
月
23
日︵
土
︶
～
３
月
２
日

︵
日
︶
に
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
た
、﹁
世
界
ら
ん
展
日
本
大
賞

２
０
０
８
﹂
で
、
日
本
エ
ビ
ネ

園
の
水
口
春
樹
園
主
︵
長
浜
町

須
沢
︶
が
、
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
︵
香

り
︶
審
査
部
門
で
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
審
査
は
、
21
の
国
と
地

域
か
ら
３
０
０
０
種
、
10
万
株

の
蘭
が
出
展
さ
れ
、
開
催
期
間

中
45
万
人
が
訪
れ
る
ビ
ッ
ク
イ

ベ
ン
ト
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の

で
、
受
賞
し
た
エ
ビ
ネ
﹁
春
の

輝
き
﹂
は
、
気
品
あ
る
香
り
が

高
い
評
価
を
得
て
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
水
口
園
主

は
、﹁
ま
さ
か
入
賞
す
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
が
、
次
回
は
、
大

差
を
つ
け
て
受
賞
し
た
い
﹂
と

今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

上
品
な
香
り
で
、
フ
レ
グ
ラ

ン
ス
部
門
最
優
秀
賞

　
　
　
　
日
本
エ
ビ
ネ
園
の

水
口
春
樹
園
主

　
こ
の
た
び
、
長
浜
中
学
校
の

矢
野
隆
人
君
と
井
上
哲
郎
君
が
、

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
第
６
回

日
本
少
年
野
球
西
日
本
選
抜
優

勝
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
去
る
２

月
に
行
わ
れ
た
第
38
回
日
本
少

年
野
球
春
季
大
会
西
四
国
支
部

予
選
︵
大
洲･

内
子
球
場
︶
で
、

二
人
が
所
属
す
る
﹁
松
山
フ
レ

ン
ズ
﹂
が
準
優
勝
し
た
こ
と
か

ら
、
西
日
本
各
地
区
の
16
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
選
抜
大
会
へ
の

出
場
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

矢
野
君
は
３
番
シ
ョ
ー
ト
、
井

上
君
は
１
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で

共
に
主
将
・
副
主
将
を
務
め
、

惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
た
も
の

の
二
人
の
活
躍
で
見
事
準
優
勝

に
導
き
ま
し
た
。

　
二
人
は
、
小
学
校
か
ら
始
め

た
硬
式
野
球
を
中
学
で
も
行
い

た
い
と
、
中
学
硬
式
野
球
ク
ラ

ブ
：
松
山
フ
レ
ン
ズ
に
入
団
し

て
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
練
習
に
励
み
、
学
校

生
活
で
も
、
生
徒
会
長
・
副
会

長
を
務
め
る
な
ど
、
文
武
両
道

を
モ
ッ
ト
ー
に
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
分
た
ち
の
夢
の
実
現
の
た
め

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲井上哲郎君（左）と矢野降人君 ▲�受賞した水口春樹さん（右）、左は前園主で
ある父・健さん

㈶
日
本
少
年
野
球
（
ボ
ー
イ

ズ
リ
ー
グ
）
中
学
硬
式
野
球

  

長
浜
中
の
矢
野
君
・
井
上
君
が

西
日
本
選
抜
優
勝
大
会
へ

　大洲市農業委員会では、次のとおり

小作料の標準額を改訂しました。

　標準小作料は、農地の貸し手と借り

手が、円滑に賃貸料を決めるための目

安としてご利用ください。

　なお、詳しくは農業委員または農業

委員会事務局へお問い合わせくださ

い。

　☎24－2111（内線３４３）   

※　標準小作料は、「小作料を統制」また
は「小作料の引き下げを阻止」しているも
のではありません。小作契約の際の目安と
して定めているもので、実際の契約におい
て小作料は、自然的条件、利用上の条件な
どに応じて賃貸借当事者間で協議し自由に
決めるものです。

農地の区分 小作料の 
標準額（円） 備　　　　　　考

田の部

上田 17,000 

生産量（水稲　４８０キログラム）
　ほ場整備完了、またはこれに準じるところで、
農業用道水路などが整備された大型農機具利用可
能な農地

中田 10,000 
生産量（水稲　４４０キログラム）
　上田より規模などのやや劣るところで、小型農
機具利用可能な農地

下田 3,000 
生産量（水稲　３６０キログラム）
　上田、中田以外のところで、小型農機具利用可
能な農地

畑の部

上畑 18,000 

比較算出
　平坦地域のほ場整備完了、またはこれに準じる
ところで、農業用道水路などが整備された大型農
機具利用可能な農地

中畑 11,000 
比較算出
　ほ場整備完了、またはこれに準じる既存のもの
で、小型農機具利用可能な農地

下畑 3,000 
比較算出
　上畑、中畑以外のところで、小型農機具利用可
能な農地

樹園地の部 9,000 生産量　温州みかん　2,600キログラム
　安定期（２１～３０年生）の樹園地

標準小作料が
改訂されました

（平成20年３月３日改訂：10アール当たり）
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まちのわだい

　この日、河辺地区民生委員協議会（地区民協）の委員が、月
１回の給食サービスに合わせて、おはぎを作り配布しました。
　これは市と河辺地区の各社会福祉協議会による地域ふれ
あい事業の一つで、希望される独居世帯の高齢者を対象に、
毎月お弁当を届けているものです。
　委員らは、高齢者のために何か出来ることはないかとい
うことで２年前から年１回のおはぎの配布を始め、今回で
３回目を迎えました。
　訪問時には、「いつもありがとう」、「だいぶ、暖かくなったね」
などと話が弾んでいました。

　春が一足早く来たようなポカポカ陽気のこの日、肱川保育
所のお別れ遠足があり、肱川町予子林にあるライディングク
ラブフォーレストで乗馬を体験しました。ポニーに乗馬すると
聞いていたので子どもの背丈ほどかと想像していたら、大人
の背丈ほどある大きなポニーが出てきてびっくり。
　恐る恐るポニーに近づいて触ったり、怖くて泣き出す子ど
もがいたりしましたが、一人ひとり馬の背中に乗せてもらうと、
次第に怖くなくなったようでとても喜んでいました。
　最後に馬と一緒に記念撮影をして、近くの広場でお待ちか
ねのお弁当をほお張っていました。

 たくさんの思い出を
 ～お別れ遠足～

３／12
（水）

３／13
（木）

▲心をこめておはぎを丸める民生委員ら

▲ポニーと一緒にハイ・ポーズ

　大洲青年会議所が2007年度四国地区フォーラム大洲大会
を、昨年７月に開催したことを記念して、このほど市が整備し
た「お殿様公園」（大洲）に、メンバーら15人が、高さ4.5メー
トルのしだれ桜を植樹しました。フォーラムのスローガンが「絆
で創る四国の心！ＯＭＯＩＹＡＲＩの心が、人を、まちを、未
来を変える！」であったことから同会議所は、この桜を「絆の
しだれ桜」と命名。太田一郎理事長は、「この桜が町づくり、
人づくりの象徴となり、これからここに集う人たちの絆を育ん
でいくことを願っています」とあいさつ。
　メンバーらは、桜の木の成長を願いながらていねいに土を
かけていました。

 絆のしだれ桜
 ～青年会議所がしだれ桜を記念植樹～

３／４
（火）

▲整備されたお殿様公園に植樹するメンバーら

 心をこめて
 ～民生委員給食サービス～
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　大洲・長浜史談会員や一般住民ら36人が参加して、国登録有
形文化財「末永家住宅百帖座敷」（長浜）のボランティア清掃

が行なわれました。

　この百帖座敷は昭和２年に建てられたもので、18畳が２部屋
と５畳の「次の間」があり、座敷は折上げ格天井で施され、当

時は接客施設として使用されていました。

　この建物は長い間使用されていなかったため、当日は畳をあ

げてほこりをはらい、障子を貼りかえるなど、額に汗して貴重

な文化財の保存活動が行なわれました。参加者らは、見違える

ようにきれいになった座敷や庭を見渡し、隆盛を極めた往時を

しのんでいました。

 文化財保存に向けて
  ～史談会がボランティア清掃～

 　地域福祉の第一線で活動している民生児童委員の役割と活動
について理解を深めようと、長浜地区の民生児童委員協議会が

出前講座を開催しました。この日は、市役所高齢福祉課の職員

を講師に招き、障害者福祉が施設から地域へと移行する中、支

援が必要な人たちの自立支援をどのように進めるかをテーマと

して行われました。白石係長は、いろいろな障害者へのサービ

スを紹介したほか、先日行われた地域の障害者に関する民生児

童委員へのアンケート調査の結果も報告。その中で、障害者の

人たちの地域住民と関わりながら暮らしたいということが見え

てきた。今後は、地域住民と各機関のネットワークの充実がよ

り一層重要であることを訴えていました。委員らは、講演後、

今後の活動に役立てようと活発な意見交換も行っていました。

 役割と活動を深めよう
 ～民生児童委員出前講座～

３／17
（土）

▲受講する民生児童委員

　上須戒ふれあい広場（旧大洲市少年自然の家）で、「上須戒さ

くらまつり」（主催 上須戒地域振興協議会）が開催されました。
約200本のソメイヨシノはこの日が満開！桜の花びらが風に舞う
絶好のお花見日和の中、たくさんの家族連れらで賑わいました。

　５回目を数える今回のさくらまつりでは、地元農産物や揚げた

てのじゃこてん、つきたてのお餅など各種バザーが用意されたほ

か、大洲農業高校の吹奏楽部が『宝島』を皮切りにアンコールを

含め６曲を振付や歌を交えて披露し、会場を盛り上げました。

　また、マイバック・マイ箸の利用を呼びかけ、無料で竹の箸

づくりができるスペースがもうけられるなど環境問題に配慮したイベント運営がなされました。箸づくりの

スペースでは、子どもから大人まで夢中で竹を削る姿が見られました。

 桜のしたで……
 ～上須戒さくらまつり ～

４／６
（日）

▲座敷の障子を貼りかえる参加者ら

３／15
（土）

▲演奏を披露する大洲農業高校吹奏楽部
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